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変更後の記載

13 【修正箇所①】

【修正箇所②】

変更の内容説明

修正前は被保険者の届出を受けてから国民健康保険システムへの入力までのプロセスを

担うセクションを「国民健康保険担当窓口」としていたところ、を事務の流れを具体的

に示すため、フロントヤードである「市民総合窓口・市民センター窓口」とバックヤー

ドである「区政事務センター」に分けて記載し、事務の流れを記載した。

各種異動届は各窓口で受理の上、区政事務センターにシステム入力依頼を行い、区政事

務センターが入力を行う。（一部窓口においては区政事務センターに依頼せず、窓口で

システム入力を行うケースもある。）

令和６年１２月２日のマイナ保険証を基本とする仕組みへの移行を踏まえ、マイナポー

タルへの資格情報連携のプロセスを記載した。

なお、本修正は委託先の追加とは関係なく、既に評価書「Ⅰ基本情報」＞ 「２．特定

個人情報ファイルを取り扱う事務において使用するシステム」＞「システム５」＞「②

システムの機能」内の（２）ⅳに既に記載している機能について、事務の内容への記載

が漏れていたため、記載したものである。

修正箇所①

修正箇所②



14 【修正箇所①】

修正前は被保険者の届出を受けてから国民健康保険システムへの入力までのプロセスを

担うセクションを「国民健康保険担当窓口」としていたところ、を事務の流れを具体的

に示すため、フロントヤードである「市民総合窓口・市民センター窓口」とバックヤー

ドである「区政事務センター」に分けて記載し、事務の流れを記載した。

各種異動届は各窓口で受理の上、区政事務センターにシステム入力依頼を行い、区政事

務センターが入力を行う。（一部窓口においては区政事務センターに依頼せず、窓口で

システム入力を行うケースもある。）

修正箇所①



16 【修正箇所①】

【修正箇所②】

※諮問後再修正

修正前は被保険者の届出を受けてから国民健康保険システムへの入力までのプロセスを

担うセクションを「国民健康保険担当窓口」としていたところ、を事務の流れを具体的

に示すため、フロントヤードである「市民総合窓口・市民センター窓口」とバックヤー

ドである「区政事務センター」に分けて記載し、事務の流れを記載した。

医療費申請等のうちの一部（葬祭費、出産育児一時金）の申請は、各窓口で受理の上、

区政事務センターにシステム入力依頼を行い、区政事務センターが入力を行う。

それ以外の給付関係申請については、区政事務センターに依頼せず、窓口でシステム入

力を行う。）

医療費支給申請等においては申請書に個人番号を記載させていないため、被保険者等か

らの申請書の窓口への提出については特定個人情報ではない「点線」に修正した。

国民健康保険法施行規則では個人番号を記載して申請することと規定されていることか

ら、申請書記載欄の有無にかかわらず、特定個人情報である可能性があるため、「実

線」に再修正する。（現行評価書から修正無）

修正箇所①

修正箇所②



17 【修正箇所①】

※諮問後再修正

高額療養費支給申請においては申請書に個人番号を記載させていないため、被保険者等

からの申請書の窓口への提出については特定個人情報ではない「点線」に修正した。

国民健康保険法施行規則では個人番号を記載して申請することと規定されていることか

ら、申請書記載欄の有無にかかわらず、特定個人情報である可能性があるため、「実

線」に再修正する。（現行評価書から修正無）

修正箇所①



19 【修正箇所①】

※諮問後再修正

限度額適用認定申請においては申請書に個人番号を記載させていないため、被保険者等

からの申請書の窓口への提出については特定個人情報ではない「点線」に修正した。

国民健康保険法施行規則では個人番号を記載して申請することと規定されていることか

ら、申請書記載欄の有無にかかわらず、特定個人情報である可能性があるため、「実

線」に再修正する。（現行評価書から修正無）
修正箇所①



20 【修正箇所①】

※諮問後再修正

高額介護合算療養費支給申請においては申請書に個人番号を記載させていないため、被

保険者等からの申請書の窓口への提出については特定個人情報ではない「点線」に修正

した。

国民健康保険法施行規則では個人番号を記載して申請することと規定されていることか

ら、申請書記載欄の有無にかかわらず、特定個人情報である可能性があるため、「実

線」に再修正する。（現行評価書から修正無）修正箇所①


